
担い手育成特定資産事業 活用事例紹介 工藤 勇気さん（八幡平市） 

取材担当 八幡平農業改良普及センター 戸田沢 ひかる 

 

 

 八幡平市で令和５年４月に就農された工藤勇気さんを紹介します。 

 

 工藤さんは、会社員として働きながら実家の水稲を手伝う中で、収量や品質を追求

する農業の面白さを感じ、就農を決意しました。就農当初から先輩農家のほ場へ積極

的に足を運び、栽培技術や経営手法を学ぶなど、向上心を持って農業に取り組んでい

ます。 

  

 現在は水稲６haを中心に、ピーマン５a、雨よけほうれんそう２aを組み合わせた複

合経営を展開しています。 

 

 令和７年には、新規就農スタートアップ支援事業を活用して畔塗機を導入し、水田

管理作業の効率化と省力化を実現しました。 

 

将来は収益 1,000万円を目標に掲げ、水稲の乾燥調製施設の整備やスマート農業技

術の活用も視野に入れながら、地域農業を支える担い手を目指しています。 

 

 休日は家族との時間を大切にしながら英気を養い、持ち前の明るさと前向きな姿勢

で日々の営農に励んでいます。 

 

今後のさらなる活躍が期待される若手農業者です。 

導入した畔塗機と工藤さん 畔塗作業の様子 


